
IDオーケストレーションによ
り、IAMサイロ全体でIDファ
ブリックを構築
ノーコードまたはローコードの変更により、優れた
顧客体験をもたらし、リスク対策を強化します。

ハイライト
一貫性のあるスムーズなユー
ザー・エクスペリエンスをデ
ザイン

継続的な不正防止およびリス
ク保護の統合

IDに依存しないモダナイゼー
ションでベンダー・ロックイ
ンを回避

企業は、デジタル・ユーザー・ジャーニーの整合性を保護するため、さまざまな
ツールを使用しています。多くの場合、これらの連携と維持は複雑化し、膨大なリ
ソースを必要とします。これらのツールは簡単に連携できない上、標準化された信
号を生成できません。結果として、このような多様なリスク・シグナルの解釈は、
デジタル・ユーザー・ジャーニーに沿ったさまざまなイベント間で分断されます。
この統合アプローチが欠けていると、継続的な適応型信頼原則の採用が阻害され、
リスクに基づいた調整ができない一方通行の顧客体験が生じます。オーケストレー
ション・ソリューションは、デジタル・ユーザー・ジャーニーに沿ったリスク管理
の有効性と効率を向上させます。

Identity Orchestrationは、IDファブリックの重要な部分です。「接着剤」のよう
に働き、インテリジェントな意思決定と一貫したセキュリティポリシーを促進し、
コスト削減に貢献します。また、オンボーディングからオフボーディングまでの全
てのプロセスが簡素化され、設計プロセスを迅速に自動化することが可能になりま
す。その結果、一貫した顧客体験、堅牢なIDリスク管理体制、複数のベンダーと
の共同作業が実現します。

ID およびアクセス管理
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一貫性のあるスムーズなユーザー・エクスペリエンスをデザイン
IBM® Verifyは、IDのライフサイクル全体にわたって、従業員、パートナー、顧客
のIDに一貫性のあるスムーズなエクスペリエンスを提供します。アカウント作成
からログイン、パスキーとアカウント管理を使用したパスワードレス認証まで、
VerifyはIDスタック全体でIDライフサイクルを調整します。

継続的な不正防止およびリスク保護の統合
Verifyを使用すると、信頼できる個人にアクセスを許可する方法と、信頼できない
ユーザーを認証する方法を定義できます。さらに、Verifyはネイティブの最新の
フィッシング耐性認証を提供し、不正行為とリスクのシグナルを統合して脅威を迅
速に検知できるようにします。

IDに依存しないモダナイゼーションでベンダー・ロックインを回避
多くの組織では、既存のディレクトリーやレガシー・アプリケーションなどのさま
ざまなツールをIDおよびアクセス管理スタック全体で活用しています。Verify内の
IDオーケストレーション機能はこれらのツールを統合し、すべてのIDジャーニー
にわたり、一貫性があり、継続的かつコンテキストに応じたオーケストレーション
を促進します。

IBM Verifyを使用すると、リスクと不正行為から保護しながら、IDおよびアクセス
管理を行うことができます。また、ローコードまたはノーコードのエクスペリエン
スを通じてハイブリッド環境全体で複数のIDシステム・プロバイダー（IdP）を統
合できるようにすることで、ユーザー・ジャーニーを合理化します。さらに、ベン
ダーに依存しないため、IAMソリューションに関係なく、既存のツールを維持し、
一貫したエクスペリエンスを維持できます。

詳細情報
IBM Verifyについて詳しくは、IBM担当員にお問い合わせいただくか、Webサイト
をご覧ください。

デモにサインアップする

https://ibm.biz/Bdm8xw
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=DEMO-securityverifysaas


IBM、IBMのロゴ、Verifyは、米国およびその他の国々におけるIBMの商標または登録商標です。その他の
製品およびサービス名は、IBMまたはその他の会社の商標である場合があります。IBM商標の最新リスト
は、ibm.com/jp-ja/trademarkでご確認いただけます。
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本資料の情報は「現状のまま」で提供されるものとし、明示または暗示を問わず、商品性、特定目的への
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